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平成２０年７月２９日 

２１日から本日まで、９日間にわたって議論してきた。

私は食料輸入国の立場をしっかりと交渉結果に反映させる

べく必死に議論に参加してきた。 

今日の、そして中長期的な食料をめぐる情勢を見据え、

Ｇ8サミットで合意されたように、我が国のような輸入に大

きく依存している国も食料生産の強化に取り組むことが求

められている。そのような中で、我が国の農業と消費者を

守るために上限関税や重要品目の数について必要な主張を

した。しかしながら、もちろん今回合意できなかったのは

誰のせいでもない。 

今回残念ながらモダリティ合意に達することができなか

ったが、これはＤＤＡ交渉の終焉ではない。我々閣僚がＤ

ＤＡ交渉の結論を出すために再び集まることがあると信じ

る。そのときにも私は食料輸入国の立場で交渉の成功に貢

献する決意である。 


